
質
問　

本
来
で
あ
れ
ば
イ
オ
ン
の
出
店
計

画
を
示
さ
れ
た
時
、
も
う
一
方
の
に
ぎ
わ

い
創
出
方
法
を
示
し
て
い
た
だ
き
議
論
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
イ
オ
ン
出
店

を
容
認
し
た
今
は
、
ま
ず
行
政
が
責
任
を

持
っ
て
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
た
き
台
を
示

す
の
が
本
筋
で
は
な
い
か
。

答
弁　

民
間
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ
て

知
恵
を
出
し
合
い
、
議
論
を
深
め
る
こ
と

で
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
、
多
く
の
人
が
交
わ

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
大
い
に
議
論

し
、
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
ま
ち
づ
く

り
の
情
報
提
供
や
人
的
協
力
等
で
の
参
画

を
考
え
て
い
く
。
新
年
度
は
ジ
ャ
ス
コ
能

代
店
に
行
政
窓
口
の
設
置
、
市
街
地
巡
回

バ
ス
の
増
便
、
渟
城
第
二
小
校
舎
の
有
効

活
用
、
空
き
店
舗
の
流
動
化
の
促
進
な
ど
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
た
い
。

質
問　

向
能
代
の
一
部
と
東
能
代
の
一
部

が
公
共
下
水
道
整
備
認
可
区
域
に
組
み
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
両
地
域
の

一
部
地
域
と
は
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
完
成
年
度
は
何
年
こ
ろ
が
目
途
な

の
か
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

答
弁　

向
能
代
地
区
は
、
金
山
団
地
周
辺

の
約
29
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
能
代
地
区
は
、

下
悪
戸
地
内
の
又
右
ヱ
門
橋
か
ら
県
道
の

東
能
代
駅
前
通
り
手
前
ま
で
の
沿
線
約
35

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
認

可
計
画
の
変
更
は
、
来
年
度
実
施
の
﹁
公

共
事
業
再
評
価
審
議
委
員
会
﹂
で
、
費
用

対
効
果
の
分
析
、
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案

の
可
能
性
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に

つ
い
て
の
審
議
と
市
の
都
市
計
画
審
議
会

で
の
審
議
を
経
た
後
、
県
か
ら
の
承
認
を

得
て
決
定
す
る
。
決
定
ま
で
に
は
、
約
2

年
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
両
地
区
と
も
平

成
21
年
度
か
ら
実
施
設
計
に
入
り
た
い
。

質
問　

イ
オ
ン
出
店
の
影
響
予
測
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
準
モ
デ
ル
に
イ
オ
ン
盛

岡
を
設
定
し
、
農
振
除
外
手
続
を
進
め
、

出
店
を
容
認
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
不
備
を
全
員
協
議
会
で
も
指
摘
さ
れ
た
。

間
違
っ
て
い
る
基
準
を
再
検
討
し
、
議
会

と
住
民
に
新
た
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

答
弁　

今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
イ
オ
ン
か
ら
提
供
さ
れ
た
限
ら
れ
た

数
値
の
中
で
の
推
計
で
あ
り
、
で
き
る
だ

け
数
値
で
あ
ら
わ
せ
る
も
の
は
数
値
で
あ

ら
わ
す
こ
と
を
主
眼
に
、
出
典
が
明
ら
か

に
で
き
る
デ
ー
タ
や
情
報
の
活
用
に
よ
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
方
が
信

頼
性
が
高
ま
る
と
の
判
断
の
も
と
に
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
が
、

現
時
点
で
改
め
て
つ
く
り
直
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

質
問　

二
ツ
井
地
区
防
災
行
政
無
線
施
設

整
備
工
事
が
契
約
ど
お
り
完
成
し
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
ぜ
、
工
事
仕

様
書
の
変
更
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

事
態
に
な
っ
た
の
か
。
今
後
の
と
り
う
る

対
策
は
何
な
の
か
。
ま
た
条
件
つ
き
一
般

競
争
入
札
が
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
。

答
弁　

契
約
締
結
後
、
受
注
者
か
ら
親
局

操
作
卓
や
送
受
信
装
置
を
自
社
製
に
交
換

さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

市
で
は
仕
様
書
と
違
う
提
案
は
認
め
ら

れ
な
い
の
で
、
他
の
方
法
を
検
討
す
る
よ

う
求
め
、
設
計
施
工
管
理
会
社
に
対
し
て

も
技
術
的
な
指
導
を
図
る
よ
う
指
示
し
た
。

市
で
は
同
社
に
対
し
て
再
三
に
わ
た
り
納

入
機
器
の
詳
細
図
を
提
出
す
る
よ
う
督
促

し
、
2
月
2
日
に
よ
う
や
く
詳
細
図
が
提

出
さ
れ
た
が
、
仕
様
書
と
は
合
致
し
な
い

た
め
、
2
月
8
日
に
承
諾
で
き
な
い
こ
と

を
文
書
で
通
知
し
、
子
局
の
建
柱
工
事
を

除
き
工
事
を
中
止
さ
せ
た
。
今
後
の
対
策

と
し
て
は
早
期
に
防
災
行
政
無
線
の
運
用

が
で
き
る
よ
う
速
や
か
に
手
続
を
進
め
た

い
。
こ
の
工
事
は
設
計
会
社
と
の
協
議
を

経
て
、
公
正
、
公
明
性
を
期
す
た
め
条
件

つ
き
一
般
競
争
入
札
と
し
た
。
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中
心
市
街
地
の

具
体
的
活
性
化
策
は

庄 司 絋 八
（市民の声）

下
水
道
整
備

認
可
区
域
の
一
部
拡
大

イ
オ
ン
郊
外
型

　
　
　
　

大
型
店

防
災
行
政
無
線

　
　
　

整
備
事
業

 

庄
司
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
ア
ー
ケ
ー
ド
解
体
後
の
対
策
に
つ
い
て

◦
防
災
行
政
無
線
設
置
に
つ
い
て

◦
循
環
型
社
会
構
築
に
つ
い
て

信
太
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
中
心
市
街
地
活
性
化

◦
住
吉
町
住
宅
建
て
か
え

◦
能
代
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

信太　和子
大河・生々・
みどりの会連合（ ）
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